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［はじめに］ 

本研究では、「通過した光の量を記憶し、それに

伴って光透過率が変化するフォトクロミック材料」を

用いて、光ニューラルネットワークを形成する基礎

研究を行う[1]。図 1に示すような神経回路網を実現

するために、図 2 に示すような方向性光結合器と

CMOS 回路を組み合わせた神経細胞のモデルを

形成する。方向性光結合器の結合部にフォトクロミ

ック材料であるジアリールエテン[2]添加 SOG(Spin 

on Glass)を用い、その部分の光透過量に応じて結

合重みを変化させる。図 3 にるジアリールエテンの

吸光度の変化を示す[3]。紫外線照射によって緑色

の光の吸収が増え、可視光照射によって元に戻る

性質がある。この回路により自己学習が可能であ

る。 

［実験・結果］ 

4はジアリールエテン 2mgを酢酸エチル 0.176ml

に溶かし 100W の高圧水銀ランプを 10cm 離して 1

分照射すると、緑色の光を吸収し、緑の補色である

ピンク色に変化する。次に、ハロゲンランプ 50w か

らの可視光を 2cm 離し 5 分照射すると元の透明に

戻る。 

［まとめ］ 

本研究では、ジアリールエテンを用い図 2に示す

神経細胞の結合重み可変部分を作成しその特性

を報告する。 
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図 1．神経回路網(a)と神経細胞(b)のモデル 

 

図 4．ジアリールエテンの色の変化 

図 2．フォトクロミック材料を用いた神経細胞
のモデル 

図 3．フォトクロミック材料であるジアリール
エテンの吸光度 （点線: 紫外光照射後、実線: 
可視光照射後） 
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